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終わりに
ぱ じめ に
話 しこ とばはまだ研 究途上 にある分野 とはい え,そ び)研究は現在 さかん
に行 われるよ うにな って きて いる。また,文 型 中心の不 自然 な会話 か らさ
ま ざまな表現機能 を含 む自然 な会話 へ と,話 しこ とぱを教 える教材 にたい
し強 い関心 が向1ナられ るよ うにな り,初 級 か らの会話 のための教科書 も刊
行 されている。一方,書 きこ とばはど うか とい うと,書 きことば は読解 が
中心 の中級以降 の学習項 目で あるとい う考 え方 が伝統的 にあ り・初 級 にお
ける読 み書 き教育 は,一 般 的 に言 って依 然 と して副次的な扱 い しか受 けて
お らず,ど う使 い分 けるか とい う基 準 も練習への配慮 もほとん どない と言
って よいで あろ う。そのため,初級 が終 わって中級 に入 った学習者 の うち・
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それ までの話 しこ とば一辺倒 の教育 か ら突如 書;きこ とばの世界 に放 り込 ま
れたため,中 級 目本語学習 への不 適応 を起 こす もの,護 しこ とばと書 きこ
とばの混 同,混 用を くり返 す もの も決 して少 な くない。
本稿 は,現 在試用 中め国際部 日本語教科書作成 の理念で ある 「話 しこと
ばと書 きことばの分離 と統合 」1〕の うち主 として 「分 離」 につ いて論 じる
もので ある。初級 ・初 中級段階 での望 ましい話 しこ とば と書 きこ とばの使
い分 け教育 のあ り方 について,そ れ を教科書作成 の柱 とする立 場 か ら分
杭 実際例 を提示 し,同 時にい くつか の現 実の闇題 を指摘 する。
本 論 に入 るまえに,本 稿 でたびたぴ使 用する 「話 しことば」 と 「書 きこ
とば」 とい う用語の対象 とな るもの につい て説明 してお きたい、
まず,本 稿 で対象 とす る 「話 しこ とぱ」 とは 「初級か ら初 中級 にか けて
の話 しこ とぱ」 であ り,日 常生活 の会話 で慎 う書語や簡単 なスピーチ,口
頭による報 告,発 表 に必要 な言語 を さす。 デア リマスのよ うな講演調 のも
のは レベル上か ら含 まれない。 したが って,デ ス ・マス体(敬体)が主流 で
あるが,ダ 体(常体〉も聴解 を中心 に一部 入 ってい る。
つ ぎに,「書 きこ とぱ』 であるが,「初級 か ら初 中級 にかけての書 ぎこ と
ば」 をさす。中 ・上級 の揚合 と異な り,説 明的,解 説的な文章,簡 単 な レ
ポー トな どの ほか に広 く手紙,作 文・お よび学生 たちボ作文 の一部 に使 う
よ うな短文 も含 む。手紙類 は話 しこ とば と書 きこ とばの中問的 な性格 をも
つ特殊 な書 きこ とばである溺,手 紙 を書 く意味 とその必要性の高 さか らい
くつ か入 っている。 ダ体・ デアル体(論説調 の文 章)も後 の方 に入 るが,前
期 ・中期 では 主 として デス ・マ ス体(作 文 レペルの ものか ら解 説風の文章
まで)で書かれ たものが入 る。
L話 しことば と書き ことばを分離 した教科 書の必要
新 しく教科書 を作成 するこ とにな った 背 景,理 由 や 目的はい くつか あ
1)「統合」については現在まだ教科書の一部を俸成中で全体的,総合的に論 じら
れないので本稿ではほとんど触れなかった。
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る。下 は筆者 が以前 に発表 した 「国際部 の初級 頁本語教育 現状 と将来
への展望一 」2}の一部 で ある魁 こσ)中で新 しい教育 の あり方 を求 めて
次 のよ うな提 案 を行 ってい る。
「(前略)_こ の ことか ら国際部 の学生 に適 した教材 の作成,あ るいは
選 択 を考 える と,次 のよ うな麗慮 が特 に必 要 になると思 う。
1)話 しことば と書 きことばをはっき り分 けた教材 を使 い,か な 貧早 い
時期か ら違い を意識 させ る、(適切 な使 い分 けができるよ うに 話 しこ
とばの練 習 と書 きことぱの練習 は意識 的 に分 けて指導 できるよ うにす
るD)
2〉 話 しこ とばを日常生活 レベル ときちん とした揚 面の レベ ルには っき
り分 ける。 日常 の必要 を満 たす表現 や譜 彙 を積極的 に取 り入 れた会話
を入れ る。(中略)一方,き ちん とした話 し方 が必要 な状況 を設 定・将
来社会人 として日本語 を使 う場合 に も役 に立つ 日本語学習 の必要 を理
解 させ ・練習す る。(カジ ュアル な会話 を好 み,と か く くだけた話 し
方 に流 れや すいアメ リカ人大学生 には必 要な対策 の一 つである。〉
3)で きるだけ早 い 時期か ら読 み物 を入れ7読 解力 の基礎 を つ けさせ
る。(できれ ば,い ろい ろなタイプの文章 に触れ させ,作 文 の書 き方 の
指導 に も役立 てる。)
ヰ〉 漢字 を計画的 に導入 し,勤率 的 に楽 しく学 べるよ うにす る.(後略)」
上 の提案 は まだ 日本語教科書 の企 画 が本格化 していな い時幾 に行 った も
ので ある。い ろい.ろな間題 がある中で何 に もま して話 しこ とぱ と書 き こと
ばの教育 を主眼 とす る提案 を行 ったの は,「話 しことば と書 きこ とばの混
同,混 用」,「書 きこ とばの知 識の欠如」,あ るいは 「中級段階で の読 み書
きへ の苦手意識 や無 関心」 をどうすれば な くしてい くこ とがで きるか とい
う大 きな課題 を長年抱 えて きたか らで ある。 この話 しことば と書 きこ とば
に関 わる問題 に焦、崇をしぽ って学生 の実 態 と求 め られる教科書 につ いて さ
2)参 考 文 献184一185ぺ一 ジ 参 環
???
らにくわ し く述 べ る。
1)な ぜ使 い分 け教 科書 が必要 か
アメ リカ人学部学生 を主た る対象 とす る国際部の 目本語教 育で・本稿 に
開係 あるのは学生た ちのつ ぎのよ うな特徴 で ある。
a)ほ とん ど話 しことぱだ けを本 国で学習 して くる。 したが って・ 「読
む」「書 く」 とい う経験,習 慣 がほ とんどない。
(これ とま った く逆 の,書 き ことばだけ を本国 で学習 して くる例 は比
較 的少ないが,ヨ ー ロッパか らの留学 生に見 られる。 アメ リカか らの
場合 は 塾ativespeakerでない,文 学 系の教師 のも とで学習 してきた
学 生の場合 に見 られるこ とびある。)
b〉 すでに初級 を修了 し中級 に入 ろ うとい う学生 が話 しこ とば と書 きこ
とぱの区別 があるこ とを知 らない。
c)区 別 のあるこ とは知 っていて も・・実際 の使 い分 けがなかなかで きな
いo
d)読 み書 きを苦手 とし,読 む こ とをお っ くうが る。
e)書 くこ との必要性 を認識 していない。
f)話 しこ とばが強烈 にイ ンプ ッ トされ て しまってお り・読み書 きの学
習意欲 が湧 かない。(日本 に 高校 留学 した 経験が ある学生,あ るいは
目系で 日本語 を日常的 に話す 習慣 がある学 生 の場 合 にかな り見 られ
る。)
こ うした傾向 を もつ一方,徐 々にで はあ るが,読 み書 きへの関心 の高 い
学生が着実 に増えつつあ る。また,国 際部 の学生 たちにはおおむねつぎの
ような特色 も見 られ る。 これ らの特色 は利 点 として読 み書 き学習 に生 か
し,学 習への強い動機 づ けとする ことがで きるが,本 稿 では指摘す るに と
どめる。
g)社 会問題 への関心 が高 く,自 分 の意見 を もっている。
h〉 異文化体 験か ら,家 庭,教 育,慣 習 な どにたいす る関 心 が強 い。
i)経 済,政 治,国 際 周題 な どについて,語 彙力や表現 力 があれ ぱ語 り
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たいと思 ってい る。
中級以上 の目本語教育 にお いては読み書 き教 育はかな りの ウエイ トを占
める。 そ うい う中級 を視 野 に入れて初級 の教育 を考 え るとき,初 級 の最初
の段階 か ら話 しことぱ(会話)と書 きことば(話み物)を切 り離 して導入 す る
方法 にはっ ぎの よ うな利 点 があることがわか る。
A)話 しこ とば と書 きこ とばの違 いをつねに意識 させるこ とがで きる。
儲 しことば教育 が終 わ るまで,あ るいはほ とんど終 わるまで,書 き
こ とば教育 を しない場合 は,た とえば 「～ じゃあ9ま せ ん」 と 「一 で
はあ りませ ん」 などの使 い分 けが赦 えに くい。〉
B)書 きことば と話 しこ とばを混 同 しないよ う別々 の練習 がで きる。
(話しことば と書 きこ とばの 区別 をほ とん どしないまま初級 を終 わ る
撚}は,「 ～な くちゃな らないんです」と 「～な けれぱな りません」な
どの使 い分 けが教 えにくい。)
C)文 宇(漢宇〉にたいす る学習意欲 を高 めるこ とができる、
(読み書 きが会話 の読 み書 きで しかない揚 合 は 文字 を学習す る 喜 び は
湧 かず,単 な る文字学習のための文宇学習 にな って しま う。 これで は
初級 にお ける300～鵜0字 の漢 宇学習 が苦痛 とな り学習効果 は 上 が ら
ない。 何 のた めに 文字(漢字)を 学 ぶのか を考 えるとき,書 きことぱ
(読み物 など)を話 しことばか ら切 り離 して学 ぶ意味 は測 りしれない。
D)読 み物 を通 して漢字 熟語,書 きこ とば的 な語彙や表現 への親 しみが
増 し,中 緑段階 の学 習への準 備 をす るこ とがで きる。
E)会 話 か らだけでは 得 られない 情報,題 材 を 読 み物 を通 して取 り入
れる ことがで きる。
2)望 ま しい教科書 とは
初級 の段階 か ら話 しことば と書 きこ とばの両方 にカ を入 れ て作 られ た初
級 ～初 中級教科書・ 「聞 く目本語」 「話す 日本 語」 と 「読 む日本語」 「書 く
日本語」 が整理 され ・なおかつ互 いに関連 づ け られ てい る教 科書 はない も
の だろ うか。
一37一
実際,こ うした希望 を満 たす教科書 はほ とん どない と言 ってよい。 した
が って,い い会話 の教 科書 が あって使 うことに した場合,同 時 に書 きこ と
ばを教 えよ うとす ると,ど こかか ら読解 や読 み書 きのための副教材 を見つ
けて くるな り書 き下 ろす なPす ることにな る。 この揚合は,話 しことばの
教材 との関連 づけがない こ とか ら語 彙や文法の かなりの負担増 に苦 しむこ
とになる。 「聞 く ・話 す ・読 む ・書 く」 の 尋技能が取 り入 れ られている教
科書 の湯合 も,単 に話 しこ とば を読み書 きす るこ とであった り,書 き こと
ばを口頭練習す る ことであった りす るため,本 来 の婆技能が無視 されてい
るものがほ とん どである。 また,初 級段階 寺は書 きこ とばや文字の学習 は
たい して重要 でな く話 しこ とばの学習 が最優先 する とい う偏 った考 えの も
とに,大 学 生であ る学習者 たちぶ自然 に もっているはず の読み書 きへの知
的な関心 と意欲,読 み書 きによって.しか得 られ ない情報 と楽 しみ を与 えな
い教科 書 もある、 これ らのいず れ も,国 際部学生 の必要 を満 たす教材,教
科書でない ことは言 うまで もない。
使い分 けを知 らず にかな りの学習嫡問 を過 ごす とい うこ とは,大 学生の
日本語 教育 としてはその将来性 の 芽 をつみ とる ことに も等 しい と言わ な
ければな らない。 国際部 の日本語教育 に とって 望 ま し い教科書 の要件 と
は,解 説,実 例,練 習の上で使 い分 けを顕在化 するこ と,そ のために・r会
話 の本 」 と 「読み書 きの本」 とい うよ うに分 冊に して話 しことば と書 きこ
とぱをそれ ぞれ分離 して扱 うこと,さ らに単 に分離 す るだ けでな く・話 し
こ とばには話 しこ とぱにふ さわ しい,読 み書 きには読み書 きにふ さわ しい
内容の,興 味 ある題材 を扱 うこと,「会話 の本」 と 「読み書 きの本 」 を相
互 に関連づ けた教育 をめ ざす ことで ある。教科書 作成 を始 めた当初 はr会
話 の本」 と 「読 み書 きの本」の2本 立てを考 えたa)が,現在 は 当時か らの
考 えをいづそ う発展 させ,「会話 の本」 と 「読み書 きの本 」 をつな ぐもの
と して 「解説 の本 」の重要性 を強 く感 じ,3本 立 て としてい る。
311参考文献 「日本語教科書編纂の墓本方針」〔2Q～22ぺ一ジ)
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2.分 離の実際
ここで は,試 用版作成 に あた って,話 しこ とば と書 きこ とば を実際 にど
う取 り扱 ったかについて述 べ る。
1)話 しこ とばと書 きこと.ばの特徴
姦 しこ とばと書 きことば に属する項 目をそれぞれ具体的 に教 材の上 で振
り分 けるまえに,そ れ ぞれ の特徴をつぎの ようにとらえた。
A言 舌しことぱの特徴
肚)省 略,脱 落(ゼ ロ化),終 助詞 「か」 の省 略,終 助詞(「ね,「 よ」 な
ど)の使用,感 動詞,縮 約形,音0)変 化,ア クセン ト,イ ン トネーシ
ョン・プ ロミネ ンス・言 い差 し・ あいづ ち・言 い淀み・ くり返 し・倒
置な どが窺れ る。
b)依 頼,誘 い,申 し出,問 接表現 な ど,会 話特有 の表現意 図があ る.
c)待 遇表現 がつきま とう。
d)口 語的な くだ けた語彙 が使われ,漢 字熟語 が少 ない,
e)指 示語 渉多 く使 われる。
f)「です ・ます」 とくだけた 「だ」 の会話体が ある。
g)文 が比較 的短 い。
h)完 全 な文(フル ・セ ンテ ンス)は現 れ に くい。
B書 きこ と1まの特 徴
の 省略,脱 落,言 い差 し,倒 置 な どが ほとん ど起 こらない.「 か』 以
外 の終助詞 は現 れない・縮約形,音 の変化 などが現 れ ない。
b)待 遇表現1ま現れ に=くい。
の 硬 い語彙,漢 牢熟語 が多 く使 われ,古 いことば,慣 用的な表現,翻
訳調の表現 がま ざるこ とがある。
d)文 脈指示語 は現 れるが,現 場 指示語 は使 われ ない.
e)「です ・ます」,「で ある」,「だ」の文体 が あり・ 中止形 が現 れる・
f)文 が比較 的長い。(連体修飾節,連 用修飾節 が多 く現 れ る。)
g)完 全な文(フル ・セ ンテ ンス)が多 く現れ る。
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書 きこ とばについて言 えば,初 級 で読む物,書 く物 に上 のすべての特徴
が現れ るわ けで はない。 特 に,語 彙 の面 で は,デ ス ・マス体 で書 く文 章,
たとえぱ作文程度の ものであれば,そ れほ ど硬 い語彙 や漢字熟言吾は使 われ
ない。 レベルが下で あれ ばあるほ ど語彙 は話 しことば的な ものが使 われ,
話 しことばとの違いが明白でない文 や文 章が現 れる。 しか し,ど のよ うな
初級 的 な文章で あって も,語 彙以外 は,上 の書 きことばの特徴一 省略 ・
倒置 を しない,縮 約形 を避 ける,な ど一 がは っき り見 られる。初級 にお
ける書:きことば教育の基本はこれ らの学習 にある と言 える。
2)分 離 の実 際例
上 に述 べ た話 しことば と書 きこ とばの特徴 は,作 成 中の教科書 のr会 話
の本 」 と 「読 み書 きの本 」 にそれぞれ分 けて扱 われている。 個 々の文型,
語彙,文 体 につ いて もどう使 い分 けているか,そ の基準 と実際例 を下 に示
したが,書 きことば に対応 する もののない 口語的特徴 は除 いてある。
分離 の墓準
① 話 しことばにのみ現れ るもの
② 場合 によっては書 きこ とばに も現 れるが,話 しこ とぱと して まず
導 入 した ぽうが妥 当なもの
③ 場合 によってけ話 しことばに も現れ るが,書 きことぱ として まず
導入 したほ うが妥 当なもの
④ 書 きこ とぱにのみ現れ るもの
文型,語彙,文 体の分離対応表
① ②
わ た し,山 田 です
宿 題,し,ま した
～ くな い で す
～ じゃ あ りま せ ん
～ って/っ て い うの は
～ って い う/言 う
解 て る
③ ④
わたしは山国です
宿題 をしました
～くありません
～ではあ勢ません
パというのは
解という/言 う
鮮ている
一 佃 一
① ②
パ て く
～ と く
～ ち ゃ う
～ ち ゃ い け な い
}ζ じ ゃ な く て,...
酬 ん じ ゃ な く て,...
～ ん で 7_,
解 け ど }..、
一 な ん か
一 み た い で す
可 能 動 詞/動 詞 の 可 能 形
Nだ っ た 脇_.
酎 ん だ っ た ら,..,
～ た ら,,.,た
,ぷ■～ゼ出,…
削ん で,
～か ら。
一 くて。
一 です 。.一.か ら。
受身(迷 惑 の受 身 中心)
現 場指 示 ・文 脈 指 示
で も
じ や(あ〉
語 彙(例)
とこ,あ った カ}レ㌧
い ろ ん な,と って も
い ち ば ん
文 体
です ・ます,だ(ね)
て/く て
③ ④
～ て い く
一 て お く
～ て し ま う
パ て は い け な い
Nで は な く て,...
～ の で は な く て ,_
パ の で ,一..
～ が ,
一 な ど
一 よ う で す
～ こ と が で き る
Nな ら}...
創 の な ら} ..
～ と ,_.た
パ と ,_.
～ の で7・_
酎 力≧ら,...
一 く て 7._
四 か ら,...で す 。
受 身(非 情 の 受 身)
文 脈 指 示
しか し
で:・よ
～ に ち が い な い
所,あ た たか い,
い ろ い ろ な,と て も,非 常 に
最 も
や が て
???
?
?
?
?
?
最終的な改訂の段階では上に挙げた項 目に多少の増減,出 入 りがあるで
あろうが,原則において ①,② は 「会話の本」に,③,④ は 「読み書 きの
本」に現れることになる。話 しことばと書 きことばに共通の文法項 目一
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助詞 ・活 用形 ・文型 な ど一 の解説 とともに,こ れ らの使 い分 け も 「解説
の本 ゴで扱 われ る。
下 の表 に見 るよ うに,話 しことば と書 きこ とぱで対応 した形 をもつ文型
は,違 いが練習 で きるよ うほとん どr会 話の本」 とr読 み書 きの本」 で同
時に(同じ課で)導入 した。
話しことば(「会話の本」)
(例)
1課 「わ た し,山 本 で す」
i課 「ア メ リカノkじゃ あ りま せ ん」
鱒 課 「カー サ って い う店_.」
縣 課 「住 ん で ます 」
氏6課 「母 瀞 来 るん で す」
17課 「い そ が しい ん で,ぜ ん ぜ ん
や って ない ん で す」
21裸 『読 め ます 」
書きことば(「読み書きの本」)
(例)
1課 わ た しは 山 本 です 。,..
1課 、 わ た しは ア メ リカノ㌧で は あ り
ませ ん。
1斗課 マノレヨシ とい う会祉 甲『曾
耳 課 住 ん で い ます。
16諜 母 が 来 るの で す』。
17課 い そ び しか った の で,ど こへ
も行 きま せ ん で した 。
21謀 読 む こ とが で き ます 。
一方 ・文体 にかかわ るものはすべて離 して導入 した。初級 とい うレベル
を考慮 し書 きこ とば もデス ・マ ス体の文章 を中心 に教 える方針 を とってい
るため,ダ 体 は28課,中 止形 は35課,デ アル体 は38課 とい うよ うにか な
り設階 をつ けて導入 した。
語彙 につい ては試用版 で は未整理 の まま入 ってい る。今後の改訂 に際 し
ては,同時 に導入 するかず らす かの問題 はあるが,「話 しこ とば的であ る」,
「くだ けた会話 で使 われ る」,「書 きことばで使 われる」とい った情 報 をで き
るだけ多 く載 せ る予定 で ある。
3〉 学習 ポイ ン トの段 階づ け
「早 くか ら書 きこ とばを」 とい って も,初 級 の初期 の ころの 「読む ・書
く」文 や文 章 を書 きことば らしい書 きことぱ にす るこ とは語彙や文型,文
体 の制約上不 可能で ある。 この ため,初 級 を5段 階に分 け,そ れぞれの段
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階 江よって 「読 み書 きの本ゴ で学習 すべきポイ ン トの設定 を試 み た。下 は
試用版 にお いて採用 した設定の基準 である。
第1段 階(王～10課)一 デス ・マス体
a)読 み書 きす る文一 話 しこ とばに近 い形 で書 ける文,文 章,お よ
び読 み書 き タスクな ど
b)学 習 のポイ ン トー 最 も基本的 な話 しことぱ との違 いを学習 する
({列)・助詞 を抜 かないこ と
・縮約形 「～じゃあ りませ ん」は使 わず 「～ではあ りませ ん」
を使 うこと
・よ り書 きことば的な 「削 くあ りませ ん」 などの形 を使 うよ
うにす ること
・終助詞 「ね」 「よ」 などを使 わないこ と
・タスク,指 示 など書 かれた もので は2人 称 にrあ なたゴ が
使 われ うること
・語彙は,話 しことぱ とほとんど同 じものを使 うび,く だ け
た形(い ろんな,と っても,な ど)は使 わ ないこ と
第2段 階(11パ20課〉一 デス ・マス体
a)読 み書 きす る文一 作文,説 明文,友 だちへ の手紙,イ ンタビュ
ーの文章化 した ものな ど
b)学 習 のポイ ン ト
(例)・ 「～んです」 「醒んで」 な どを使 わず 「～のです」 「解ので」
の形 を使 うこと
・「～てます`「～てい う」な どを使 わずに 「～ています」 「～
とい.う」 の形 を使 うこ と
'「けど」 よ り 「ち が多 く使 われ ること
・複 文 びよ く現れ,文 が長 くなるこ と
・語彙 は,話 しことば とほ とん ど同 じものを使 用 して もきち
ん とした形で あるこ と
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第3段 階(21～27課)デ ス ・マス体
a)読 み書 きす る文一 一作 文,説 明文(目本事情,目 本語〉,手紙 な ど
b)学 習 のポイ ン ト
(例)・ 複 文,連 体修飾 な どが よ く現 れ,文 が非常 に長 くなるこ と
・漢 字熟語 が使 われ!るこ と
第 尋段 階(28～37課)一 デス ・マス体,ダ 体
a)読 み書 きす る文 作文,物 語,手 紙文,解 説文 な ど
b)学 習 のポイ ン ト
(例)・ テ形の代 わ りに中止形 がよ く使 われるこ と
・物 語 などでは 「～た ら,～ た」 よ り 「～ と》 ～た』 がよ く
使 われるこ と
・手紙 では話 しこ とばよ りも丁寧 なこ とぱ使 いをす ること
・書 きこ とば としオの ダ体 とくだけた会話 で のダ体 に違 いが
あるこ と
・漢 宇熟語が多 く現 れ ること
第5段 階(38～40課)一 主 としてデアル体
a)読 み書 きす る文一 論説文,ア ンケー ト,レ ボー ト(報告文)
b)学 習 のポ イ ン ト
(例)・ デ アル体 の文章 は書 きこ とば の文体 ク)中で も最 も話 しこ と
ば と異 なる こと
・硬 い語彙 ,漢 字語彙 が数多 く使 われ るこ と
3,教 科書の方針 と実現の問題
話 しことば と書きことばの教育 を論 じる際に,われわれ目本語教師は疫
業の中で練習 し習得 させようとしている日本語がどうい うた ぐいの目本語
であるのかを十分に知 っている必要がある。授業で学習者 に聞かせたり話
させたりする目本語が本当の話 しことばなのか,文 法学習のための文型文
なのか,書 きことばなのか,ま た,読 ませた り書かせた りする日本語が書
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きことばであるのか,あ るいは文字化された話 しことばであるのかなど
を,し っか りと把握しなけれぱならない。さらに,教 師自身が教室でどう
い う目本語を話し書いているのかを内省する必要 もある。真の 「話 しこと
ば教育」ど 「書きことば教育」が成立 し成功するためには,まず,教室で使
われる目本語力玉話 しことばとも書 きことばとも異なる異質のもの一 「教
室目本語」一 に なっていはしないかとい う観点 からの考察も必要になっ
て くるであろう。.
もう一つ,教 科書 をとりまく問題に副教材の問題がある。副教材は本来
主教材たる教科書を助1ナるものである。近年は副教材の存在意義が積極的
に語 られるようになり,1冊 の教科書だけで学習することぶ少なくなって
きた、読み物,会 話教材,絵 教材,タ スク教材,テ ープ教材,ビ デオ教
材,文 法練習問題集など,多種多様な市販の副教材が次々と手に入るよう
になってきた。教科書だけでは不足すると思 うところを補おうとして,あ
るいは自分の考えや好みにより近い教材を求めて,こ うした市販の副教材
がかなり大量に気軽に使用される傾向が強まっていると思われる。 さまざ
まな副教材が手に入るようになったことは喜ばしいことであるが,十分 に
吟味 され選別 された上で使用されているかどうか,疑 間がある。安易な副
教材の使用は教科書の意図するところをおおいか くし・長所を消し・結果
的に学習効果を妨げる恐れがないとは言 えない。「話 しことばと書きこと
ばの使い分 け」 という方針 も,その方針にのっとった文例や練習問題・タ
スクによってはじめて効果を上げることができると言えよう。教科書の方
針に沿 う補足的な教材を必要に応じて作 ることができればそれが最高の副
教材 となろう。このことから,国際部の教科書の揚合,教 科書作成の理念
に合 った聴解教材,練 習問題,タスクなどをそろえて,いずれは 「総合型」
の教材にしたいと思っている。
終わ りに
今後の課題 として,話 しことぱと書きことばの使い分けの基準の設定が
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ある。2の2)で述べた ① から ④ の設定の妥当性を含めて具体的に研究
し,基 準 の確 立 をめざ したい。
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